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図2 取引間隔の累積分布
｢経済物理学 一社会 ･経済への物理学的アプローチ ｣ー
また､取引発生の事象のパワースペクトルは､図3のように1/fスペクトルに従う｡
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研究会報告
自己変調モデルの応用
自己変調モデルによる時系列の解析を現在､脈拍のゆらぎ､インターネットの情報量の
ゆらぎに適用しており､為替の取引間隔の場合と同様にかなりうまく近似できることがわか
ってきている｡また､市場データの解析でも､取引間隔だけでなく､価格の変動､特に､ボ
ラティリティの長時間相関の発生の説明に有効であることがわかってきている｡これらの成
果に関しては､近い将来､論文としてまとめて発表する計画である｡
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